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研究成果の概要（和文）：双極性障害と関連する気質、すなわち発揚気質や循環気質に関して、発揚気質者は光を多く
浴びており、循環気質者は光をあまり浴びていなかった。発揚気質者が光を多く浴びている背景として、明るいところ
を好む向日性と、日照量の多さによって発揚気質が維持・増進される可能性が考えられた。fMRIを用いた脳画像研究を
行った結果、発揚気質には左正中前頭皮質から左下の眼窩前頭皮質を含む神経回路が関与しており、循環気質には左正
中前頭皮質から左舌状回を含む神経回路が関与している可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Hyperthymic temperament subjects received more sunshine whereas cyclothymic 
temperament subjects received less sunshine. Hyperthymic subjects had brightness preference while more 
sunshine incresed hyperthymic tendency. Magnetic resonance imaging studies revealed that hyperthimic 
temperament may be associated with neural correlates from the left medial frontal gyrus to the left 
inferior orbitofrontal cortex whereas cyclothymic temperament may be associated with neural correlates 
from the left medial frontal gyrus to the left lingual gyrus.
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１．研究開始当初の背景 
気分障害を双極性障害と単極性うつ病に 2
分する考え方は国際的な診断基準である
DSMや ICDに反映されているが、両者を橋
渡しする（軽微）双極スペクトラム障害（以
下、双極スペクトラムと略す）の概念が
Akiskalや Ghaemiらにより提唱されている。
つまり、Kraepelin の提唱した躁うつ病一元
論に回帰する流れであるが、臨床的には単極
性うつ病の中に双極 II 型障害などの双極ス
ペクトラムが紛れ込んでおり、躁転や賦活症
候群、遷延化や自殺企図の背景になる可能性
が指摘されている。われわれも、以前は「双
極スペクトラム概念の検証・再構築とうつ病
への臨床応用」という研究課題で採択され、
研究を重ねてきた。 
その結果、発揚気質や循環気質などの気質
が双極スペクトラムの発症に果たす役割が
大きいことが判明し、気質の生物学的要因を
さらに検討することが双極スペクトラムの
理解に重要と考えた。さらに、われわれは発
揚気質の健常者が光を多くあびていること
を明らかにしたが、いつも光を多くあびてい
るから気分が上がり活動性が高いレベルで
維持されているのか、そもそも発揚気質者に
は明るいところを好む傾向（向日性）がある
のか、不明であった。 
 
２．研究の目的 
今回の研究では、向日性があるとすれば明
暗嗜好が異なる可能性、つまり発揚気質者は
明るいところを好み、暗いところを嫌うため
に、より明るいところを求めるという仮説を
立てた。もうひとつの可能性は、光をあびる
ことにより、発揚気質が維持・増進されると
いう仮説である。これらを検証することが主
たる目的であった。 
 
３．研究の方法 
まず、向日性に関する仮説を検討する前に、
明暗弁別の閾値の違いが発揚気質の有無と
関連していないか検討する必要があった。そ
こで、明暗弁別課題を課した fMRI検査を行
い、明暗弁別閾値を検討した。真っ白（明度
100%）から真っ黒（暗度 100%）まで 11段
階の明るさ（白黒画像）を設定し、健常者を
対象に、fMRI 撮像時にスクリーン上にこの
11段階の白黒画像を無作為に提示した。それ
ぞれの白黒画像に対し、「明るいか明るくな
いか」をボタン押しにより弁別させた。コン
トロールタスクとして、白黒画像は見せるが、
明暗の弁別を行わずに、画像が変わったらボ
タン押しをさせた。明暗弁別時と非弁別時の
差をとることで、明暗弁別に関連する脳部位
を同定しつつ、気質によって明暗弁別の閾値
が異なるのか検討した。 

次に、同様の白黒画像に対し、「好きか好
きでないか」をボタン押しにより明暗嗜好を
弁別させた。コントロールタスクとして、同
様に白黒画像は見せるが、嗜好の弁別を行わ
ずに、画像が変わったらボタン押しをさせた。
明暗嗜好弁別時と非弁別時の差をとること
で、明暗嗜好弁別に関連する脳部位を同定し
つつ、気質によって明暗嗜好弁別の閾値が異
なるのか検討した。 
また、日常的にあびる光の量の多寡により
発揚気質の程度が変化するという仮説を検
討するために、日照量の異なる大分と札幌の
2 地点での健常者を対象とした発揚気質得点
の比較や大分、札幌に越谷を加えた 3地点で
の比較を行った。 

 
４．研究成果 
 発揚気質者と非発揚気質者の間では、明暗
弁別に差はなく、明暗嗜好弁別において差が
認められた。すなわち、発揚気質者は明るさ
を好み暗さを嫌う程度が非発揚気質者より
も有意に大きかった。このときに、左下の眼
窩前頭皮質の活動性が関連していた。 
 発揚気質得点は、札幌、越谷、大分の順に、
すなわち日照量が増える順に、高くなった。
つまり、発揚気質得点と日照量の間には有意
な正の相関があった。 
 これ以外にも、気質と形態画像などの研究
も行っており、今回の研究から得られた示唆
は以下のとおりである。 

 発揚気質の人は光をたくさん浴びて
いるが、これは明るいところを好む
向日性と関連する一方で、日照量の
多さによって発揚気質が維持・増進
される可能性もある。 

 逆に、循環気質の人は光をあまり浴
びていない。 

 機能画像から、発揚気質の神経基盤
には左下の眼窩前頭皮質が関連して
いる可能性があり、循環気質の神経
基盤には左舌状回が関連している可
能性がある。 

 他方、形態画像では循環気質や発揚
気質の人はともに左正中前頭皮質の
増大が見られる。 

 これらの気質の神経基盤は、発揚気
質では左正中前頭皮質から左下の眼
窩前頭皮質を含む神経回路が関与し
ており、循環気質では左正中前頭皮
質から左舌状回を含む神経回路が関
与している可能性がある。 
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